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日 時：2024年11月3日(日)  

           14：00～19：00 

会 場：京都大学吉田キャンパス 

    物理系校舎313室 

    百周年時計台記念館  「国際交流ホール」 

出席者：92名（現地：72名、オンライン：20名） 
 

 総会は、京機会会長である千々木亨

さん（1979）のご挨拶から始まりました。

その後、代表幹事である平方寛之さん

（1997）から、教室の現状報告、新任・

昇任教員の紹介、2024年度活動報告が行われました。 

引き続き総会での議論に進み、①会則変更、②2024年

度決算報告・監査報告、③役員改選、

④2025年度活動予定、⑤2025年度 

予算、についての議論、報告が行われ

ました。特に役員改選において、2025

年新会長として仲田摩智さん（1979）が選出され、ご挨拶

をいただきました。 

 続いて関西支部、関東支部、中部支部、中国四国支部、

九州支部からの報告がありました。 

 続いての特別講演会では、関東支部の支部長でもあ

る村上弘記さん（1985、㈱ＩＨＩ 技術開発本部 技監）によ

る「日本のロボット発展とともに歩んだ研究開発の日々」

と題して、1980年代の社内での極限作業用ロボットシス

テムの開発、荷物のローディング、ピッキングロボットシス

テム開発、ハニカムセグメント組み立てロボット、2005年

愛知万博先進的ロボットのフィールド実証など、力制御

を実用ロボットに実装するお話を中心に、様々な経験談

をいただきました。 

 その後、物理系校舎から百周年記念館に場所を移し

て、土屋智由さん（1991）の司会で懇親会を開催しました。  

 仲田新会長にご挨拶をいただいた後、中川哲さん

（1963）の乾杯のご発声により会が始まりました。前半は

京機会活動において尽力いただいた会員の表彰式を

行いました。また、京都大学フォーミュラKARTからの  

本年度の活動報告もあり、大いに盛り上がりました。 

賑やかに盛り上がる中、最後は、全員で肩を組みなが

ら「琵琶湖周航の歌」を斉唱し、全体の集合写真を撮っ

た後、野口峻さん（2024）の一本絞めをもって閉会と 

なりました。 

多くの参加者で最後まで話は尽きず、お蔭様で大変

な盛会となりました。あらためまして、ご参加いただきま

した皆々様に厚く御礼申し上げます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 2025年度は、2024年12月8日（土）そして半年後の2025年6月28

日（土）に、京都リサーチパークに於いて「学生と先輩との交流会」

を2度開催いたしました。本交流会は、学生会（SMILE)主催のイベ

ントで、企業や公的機関で活躍されている卒業生と機械系の学

部・大学院生との交流を深める貴重な場として、秋の総会と並び

京機会（大学側開催）の重要行事の一つです。今回の開催が好評

でしたので、次年度も6月開催にて予定しております。
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 2025年度<2025.4.1～2026.3.31> 

 2026年度<2026.4.1～2027.3.31>をそれぞれ1年分

と考えてご納付ください。  

 同窓会を維持し、また、京大の機械系教室の現役・OB

が一体となって、日本のものづくりを支える本会の活動は、

会員の皆様から納入される会費を基盤にしております。

是非、会費納入にご協力ください。会費ならびに寄付とも

に同封の振り込み用紙をご利用ください。振込用紙は 

返信はがきと一体となって印刷されております。   

 会費納入の際には、会費最新状況お知らせ欄に記載

されている納入状況を今一度ご確認ください。 

 

 1988年以前ご卒業(60歳以上)の会員は、永年会費6万

円を納入することにより、その後の年会費納入の必要は

なく、生涯会員サービスを受けられます。積極的にご登録

ください。(但し、際し既払込会費の返金はいたしません。) 

 

 下記の口座に、振込手数料を除いた金額をお振込くだ

さい。(今後、年会費振込手数料は全て京機会負担といた

します。(海外送金は除く。)) 

＃口座名は全て「京都大学機械系工学会」です。 

 ゆうちょ銀行 〇九九店
ぜろきゅうきゅう  

(099) 当座預金 0116821  

 みずほ銀行  出町支店(587) 普通預金  1048630  

 郵便振替口座 00990-8-116821 

 

 各位の振込の手間を省くため、また、事務局の作業を 

大幅に減らし経費を削減するため、京機会年会費を自動

引落にしていただくことを、是非お願い申し上げます。 

 申請の際は、同封の用紙をご使用ください。振込手数

料は京機会負担ですので、是非ご利用ください。 

 申請依頼書は6月末迄に京機会事務局宛にご郵送  

ください。 

〒615-8540 京都市西京区京都大学桂 C3棟 4階 ｂ4S13  

 京都大学工学研究科 機械系教室内 京機会事務局 

■ 年会費の自動引落日は毎年8月1日です。   

 

 本会では寄付をお願いしております。 

 前号以来、下記に記載いたしました方々からご寄付を

いただいております。ご報告申し上げると共に、厚く御礼

申し上げます。 

 引き続き、皆様方には、寄付へのご協力を賜りますよう 

よろしくお願い申し上げます。 
 

 

 

   中川   哲様(1963)     奥津 尚宏様(1965)     

    石原 信勝様(1966)     久保 愛三様(1966)      

   遠藤 照男様(1968)     名村    清様(1968)       

   藤原 健嗣様(1969)     田中 博由様(1978)      

   村井 保信様(1987)      
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 会長に就任してもう直ぐ一年です。

その間、支部総会など可能な限り 

直接参加し、実際の活動状況と  

雰囲気を感じて来ました。支部毎に

工夫をされた総会を開催されてい

る印象でした。また、活動状況報告

を聞いても、本当に皆さん精力的に魅力的な活動になる

よう努力されていて、感動させていただきました。参加者

数に関しては、事務局の方から「今回は少なかった、本

当ならもっと集まるのに」という声を聴く支部もあり、時々

の都合で増減するようで事務局の苦労も感じることが出

来ました。直接参加した会は懇親会まで同席しましたが、

総じて年齢幅も広く、企業の先輩後輩、企業間での繋が

りなど、様々な人脈がその繋がりを強めることに役立って

いることを感じました。 

 小生が考える京機会の目的の一つが、人脈形成と  

その活用であることは就任の挨拶でも述べた通りですが、

これが実現されていることを改めて実感しました。 

 本ニュースでも紹介されている「学生と先輩との交流

会」にも参加しましたが、今年は企業数が昨年よりやや

減少したようですが、学生の参加数は多く、終日企業

ブースも賑わっていて大変盛会でした。今年は6月開催

にしたため、就職戦線に対して良いタイミングであったの

だと思われます。本会は、学生が先輩から会社の実際の

状況を聞くと言う、学生にとっては素晴らしい情報ソース

になったと思いますし、企業にとっても企業にマッチした

優秀な技術者を探し出すのに適した京機会らしい企画

だと思います。 

 こうした京機会の活動の良さを感じる人をどれだけ  

増やすかが課題です。そのためには、京機会の良さを

知った方が、参加を躊躇されている・知らない人を誘って

いただくことがポイントです。引き続き京機会活動への 

ご支援と今述べました勧誘にご協力いただき、京機会を

発展させていきましょう。総会も楽しくなるよう工夫いただ

いていますので多くの方に参加いただき、お目に掛かれ

ることを楽しみにしております。 
 

             京機会会長 仲田 摩智（1979） 

 

 

 今年から関西支部長を務めさせていただいておりま

す。諸先輩方のご指導を仰ぎながら、関西支部をより一

層盛り上げていきたいと考えております。京機会の最大

の魅力は人脈であると感じています。多忙な日々を送ら

れている現役世代の皆様にも、その魅力を十分に感じ

ていただけるような活動を展開していきたいと思ってい

ます。皆様の積極的なご参加を心より期待しております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

2025年度も例年通り、活発な活動が計画されています。 

（2025/1/25（土）） 

会場：ホテルグランヴィア大阪 

講演会：「いまさら乱流力学?-乱流研究に関する最近の

話題-」長田孝二教授 (京大工学研究科機械理工学専攻) 

 この後、支部総会等を経

て、いよいよお待ちかねの新

年会。久保田新支部長より

挨拶をいただいた後、しばし

旧交を温めました。最後には恒例の「琵琶湖周航の歌」

を大合唱。ここから2025年度の活動がスタートしました。 

 新規事業・イノベーションカフェ、京都あそ歩を開催、

今後、文楽鑑賞、ゴルフ、テニスなど、多数のカフェ  

活動が予定されています。 

（9/13（土）＠JR西日本下関総合車両所） 

 JR西日本様のご協力を賜り、下関総合車両所での 

場内見学を予定。 

（9/6（土）＠TKPガーデンシティPREMIUM心斎橋） 

 「理系離れ」をテーマに、企業目線、大学目線での3つ

の講演とディスカッション、懇親会を計画しています。 

 （11/22(土)＠TKPｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨPREMIUM大阪梅田新道） 

 昨今、異業種との交流が会社的に許可されにくい  

状況を鑑み、異業種交流会・産学懇話会を共催にて 

試行予定です。詳細は今後京機会MLにて発信予定。 

（11/22（土）予定） 

 NFに合わせて開催し、雰囲気を味わってもらった後、

京都駅近辺での懇親会を計画中。 

全国の支部の方がご参加いただけます。 

（2026/1/24（土）予定） 

会場：ホテルグランヴィア大阪 
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 今期の関東支部の体制や活動内容について、簡単に

紹介します。 

日時：2025年4月12日(日) 会場：日本工業倶楽部 

総会では2024年度活動報告や2025年度新役員体制

などが承認され、関東支部の2025年度の活動がスタート

しました。総会後の講演会では三菱電機株式会社常務

執行役CTOの佐藤智典氏（1990）から「宇宙システム開

発への三菱電機の挑戦」と題する講演をいただきました。

同社のこれまでの挑戦の歴史を学び、聴講者は宇宙へ

の夢に思いを馳せました。 

 懇親会は村上支部長の乾杯で開会し、出席者が交流

を楽しみました。また総会後に取組み報告をしていただ

いた京大KART平野功太さんへの激励も活発でした。 

2025年度の役員体制は以下のように決定しました。 

支部長  村上 弘記(1985) 
副支部長 能勢 幸嗣(1991)、平山 朋子（大学）  
  児玉 祐一(1996) 
監事  山下 真司(1988) 
顧問  熊澤 正博(1968)、正井健太郎(1982) 
事務局長 尾形 秀樹(1994) 
事務局次長 福井 隆之(2002)  

若手会が中心となりMOTの勉強会を継続しています。 

場所：京都大学東京オフィス 

【第1回】日時：2024年11月16日（土）  

講師：DMG森精機㈱ R&D執行役員 廣野陽子様 

題目：「ｴﾝｼﾞﾆｱからR&D執行役員へ：工作機械業界で 

築いたｷｬﾘｱと最先端技術『金属積層造形(AM)』への挑戦」 

【第2回】日時：2025年3月15日（土）  

講師：プリファードロボティクスCEO 礒部 達様 

題目：「ﾌﾟﾘﾌｧｰﾄﾞﾛﾎﾞﾃｨｸｽの事業概要とﾛﾎﾞｯﾄへの想い」 

日時：2025年9月19日(金) 

 前日の懇親会も含めて計画を進めていますのでお楽

しみに。 

 中部支部は昨年に引き続き「人とつながり、未来への

壁を破る 中部支部」 をスローガンに活動を行っていま

す。地理的に京都からも比較的近い利点も活かして、 

学生や大学を含めた会員相互のつながりを大事にし、 

リアルで会って話をする楽しさを実感し、参加する皆様

が前に向かって進む活力になるような企画を揃えて、 

会員皆様の参加をお待ちしています。是非積極的な  

ご参加、ご協力をお願いします。 

会場：デンソーDスクエア（刈谷）＋オンライン 

講演会：『認知症新時代』  木下彩栄様（京都大学医学

研究科教授）  

『ロケットと宇宙機の研究開発現場から見た宇宙開発の

おもしろさ』  藤井 剛様（2006 JAXA） 

 リアルで70名以上が集まりました。講演会2テーマは 

大変興味深く、参加者は時間を忘れて聞き入りました。 

 懇親会の締めは恒例の「琵琶湖

周航の歌」を、今年も石橋基弘さん

（1992）の音頭のもと全員でアカペ

ラ合唱し、大変盛会となりました。 

会場： DMG森精機伊賀製作所 

 今年も中部支部はKARTを応援します！モータース

ポーツの緊張感でOBも活力をもらっています。今年は

DMG森精機 森 雅彦さん（1985）のはからいで夕方には

BBQをご用意いただきました♡♡♡ 

会場：日本ガイシ本社（名古屋市瑞穂区） 

 2025年7月15日OPENの日本ガイシ共創施設「NGK 

Collaboration Square 

DIVERS(ダイバース)」

を訪れ、セラミックスに

関する技術展示を見

学。講 演 会 で は セ ラ

ミックス製品開発秘話

をお聞きしました。 



- 7 - 

 

 九州支部は、 を迎え、記念の特別総

会と「種子島宇宙センター」や「屋久島水力発電所」見学

を実施しました。気持ちも新たに、他支部の方も参加いた

だける魅力ある活動に、これからも、チャレンジしてまいり

ます！ （九州支部 中村(1981)です） 

 「モノづくりの魅力を若者へお伝えする」・「会員同士の

情報・懇親を深める」を、主眼に活動しています。 

2024.11.02・福岡県立修猷館高校出前授業(中村)   

2024.12.07・福岡県立東筑高校出前

授業＋TOTOミュージアム見学           

「JAXA、宇宙開発最先端！」            

講師：JAXA研究開発部 根岸秀世氏  

● 夢を実現する努力や失敗談は、生徒さん方に良い刺

激となりました。参加会員も大いに刺激を受けました！ 

モノつくり現場訪問・・TOTOミュージアム見学 

7/5～6 31名  

① 種子島で「特別支部総会」 

特別功労者表彰 

・藤川卓爾殿 ・千々木 亨殿 

● 懇親会では、20年間の思い

出やこれからの活動など熱い議論に花が咲きました。 

② 「種子島宇宙センター」見学  

 JAXA坂井様のご案内で施設

見学。皆さん「少年・少女」時代

の好奇心いっぱいの気持ちに立

ち返って、思う存分に見学ができ

ました!! 昨年の講演に引き続き、JAXA殿に感謝です。 

③ 「種子島の自然満喫！！」 

■＜ｵﾌﾟｼｮﾝ＞ 屋久島の大自然を堪能 7/7～8 14名 

 屋久島の電気を一手に引き受ける

「屋久島電工殿の水力発電設備を見

学。貯水ダム〜地下発電所まで、一

気に見ることができ、一同、感動と感

激の時間を過ごしました。 翌日は、島1週の探検！大き

な滝やガジュマルなど“現場・現物”を体験できました。 

① 「出前授業」の継続 

 ・修猷館高校、東筑高校、久留米高専など 

 ※ 講師となっていただける方を募集中です！！ 

② 支部定例総会 

 支部長と事務局長が四国のメンバーとなり、支部行事

は2018年春季行事（新居浜市）以来の四国開催となりま

した。 

〇日時：2024年11月16日（土） 13：10～19：00  

〇場所：高松市 〇参加者：7名 

 親睦行事は、さぬきうどんの 

昼食から始まり、2023年G7香川・

高松都市大臣会合メンバーも視

察した栗林公園を散策しました。 

 その後、高松港周辺に移動し、宇高連絡船運航時の 

様子を記録したモニュメントや建設中のアリーナを見て、

高松港地区の過去と未来に思いを馳せました。 

 支部運営会議・懇親会は、京機会総会の復命と活動

計画の議論を行うとともに、木村泰之氏の京機会活動優

秀賞の伝達を行いました。 

〇日時：2025年5月17日（土） 12：00～20：00  

〇場所：高松市 〇参加者：19名 

 企業見学会は、ＪＲ四国高松運

転所で、カーブ走行時の車内の

遠心力を軽減させる振り子式車

両について、特急南風号などに

使用されている2700系気動車を見学しました。講演会は、

大阪工業大学の貝原俊也先生に「生産システム×DX」

と題して、DXとは単なる設計・生産のデジタル化ではなく、

デジタル化により企業そして顧客の価値を生むことにつ

いて企業と取り組んだ事例を交えて説明いただきました。 

 懇親会は、企業見学会・講演会の延長戦などで盛り上

がり、あっという間のお開きでした。 

2025年度の役員は全員留任しました。 （敬称略） 

支部長  豊嶋 範男(1982) 

副支部長 安達 泰治(1990)、石田 英芳(1987) 
  後藤  宏(1988) 
監事  岡  宏一(1981) 
事務局長 佐藤 重喜(1993) 
事務局次長 白崎 琢也(2002) 
評議員  多田 直哉(1987)、小川  誓(1987) 
  木村 泰之(1988) 
顧問  田中善一郎(1982)、古屋 博章(1982) 
  高橋 一彦(1983) 

● 四国での開催を検討中です。  
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